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こういう銅像 は、その多 くが卒業記念に、子供たちとその両親か ら贈 られる。まれにはラ
イオンズ・クラブをはじめとす る慈善団体からも寄付される。
もちろん、寄贈者たちがこういった像を造 っているわけでは、決 してない。彼 らは、 しか





業者たちは、 しばしばこれらの像に、「希望」、「ふれあい」 といった名前をっ けてい る。
たしかに、少年少女並立像からは、そんtdイ メージの伝わって くることがままある。「希望」











いてはいない。 また、勉学に励む姿 も見せてはいない。金次郎と比べれば遊んでいると言 っ
てもいいだろう。
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なお、現代の学校では校庭にロダンの 「考える人」を置いてある所 もよくある。 これなど
も、見ようによっては学習する姿としてとらえ られようか。だが、学校 も学習の大切さを啓






に比べれば、より遊戯へ傾斜 した少年少女像が増えて くる。勤労 と学習から、遊びへ と、校
庭像はその姿を変えてきたのである。
こう書 ききると、たちまち一っの反論が出てこよう。すなわち、今 日でもいまだに二宮金
次郎の像を置いている小学校は存在する。決 して消滅 しきって しまったわけではない。果た
して、労働 と勉強の少年像がなくなったと、そう簡単に言えるのか。以上のような批判 は、
当然起こってくると思 う。
1988(昭 和63)年 に、東京23区 で実施された、金次郎像の残存状況調査がある。大木順子
による、23区 内全小学校の悉皆調査がそれである。これによれば、940校 の うち、二宮金次














新 しく作 られるケースが、その頃まではかなりあったのである。目に見えて設置点数が減 り













かった。むしろ、二宮金次郎を日本のアブラハム・リンカーンだと、高 く評価す る声 さえ一
部にはあったほどである。 もっとも、占領軍は金次郎像をきらうはずだと早合点 して、 自主
的に除去させた学校 も、まれにはあったのだが。






る1945年 には、そういう変化が見 られない。事実、金次郎像は、1950年 代を通 じて、かなり
の設置量を誇 っている。日教組が一番戦闘的に振る舞い、戦後民主主義の喧伝された時代に
も、建てられ続けていた。そ して、少年少女像が圧倒的な隆盛を迎えるのは、1980年 代であ
る。いわゆる保守回帰が目立ちだ した頃に、それ らは普及 した。




こういう推移を、はたして戦前か ら戦後へという価値観の変化で説明 して もいいものか。




















治37)年 か ら、国定教科書が刊行 された。そして、二宮金次郎はいくっかの徳目を象徴する
人物として、最初か ら取 り上げられている。国定教科書は、以後4回 の改訂を受けているが、

























































ここまでは、校庭像の変化を学校 と社会を取 り巻 く状況の移 り変わりで説明してきた。い
わゆる教育史的な解釈に終始 した。だがどうだろう、ひょっとしたら、そこには勤労と余暇
をめぐる国民世論の動静もいくらかの感化を与えていたかもしれない。
今日の日本では、余暇、 レジャーの重要性が、各方面で喧伝 されるようになっている。 レ
ジャー産業か らはもちろん、政府、 自治体などといった行政機関 も、そのことを唱えている。
こういう現象がはっきりしてきたのは、1960年 代からだろう。 レジャーという言葉が、高度
成長を唱えた池田内閣の1960～62年 に、流行語となったのも、記憶に新 しい。 レジャー時代
などという評語がとびかうようになったのも、その頃からである。以後、週休二日制に象徴
されるような労働条件の変化も、端緒 にっきはじめる。1980年 には企業 も行政 もそのことへ
本格的に取 り組みだしていた。
小学校の校庭像が示 した変化 も、 どこかでこうした趨勢 と繋が っていはしまいか。働 きな
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が ら学習する金次郎像から、遊戯す少年少女像へ。この変化は、1960年 代から80年代にかけ
て起 こっている。時期的には、余暇 ・レジャーの重要性が、オーソライズされていく時代 と













を前面へ押 し出す教育が衰退 したことを、そのことは物語 っているように思 う。
どち らも、まだはっきりそうだと論 じうるわけではない。今後の図像学的な課題になりう
ることだけを、 ここでは記 してお く。








三井銀行 は、 この要請に応 じ、 ビルのオーナーであるアルバー ト・タイラ(平 良)と 相談
しあうことになる。 これに対 して、 タイラは二宮金次郎像を建てたいと回答 した。日系一世
の父親から、偉人 ・二宮尊徳の話をよく聞かされていたことも手伝 ったらしい。父親への敬
意と、 日系人の開拓精神を表すためにも、広場へは金次郎像を建てたいと申し出たのである。
銀行側 は、アメリカの反 日感情を恐れて当初は渋 っていたという、だが、オーナーの情熱
に押されて、ロス市へ金次郎像の建設計画を提示 した。
ロスア ンジェルス市当局 は、 しかしこの提案に理解を示さなかった。建設許可 もなかなか
下ろさない。待ちきれな くなったオーナーのタイラは、無許可のまま金次郎像の建設に踏み




この像を取 り除 こうとした。この命令は、 しか し日系人社会の大きな反発を引き起 こす。 リ




















に由来する。『天路歴程」 は1678年 にジ ョン・パ ンヤ ンが著 した。そして、同書の冒頭には、









代を、負薪読書の姿で描いた絵本が台湾で売 られている。『文化児童故事叢書 ・第九冊 一勤









は、儒教の古典 『大学』である。 この少年でありながら儒教を深 く学ぶという姿が、中国人
の心をくす ぐったのだろう。二宮金次郎の像 も、同地ではけっこう売 られたりしている。
おそらくその普及がっいには沈麟士の人生を、二宮風に変えてしまったのだろう。かってイ
ギ リスの古典である 『天路歴程』は、二宮金次郎像に感化を与えていた。そして、今ではそ
れが中国伝播をめぐる世界史的は逸話のひとっとして、 ここに披露 しておきたい。
さきに も述べたように、校庭像は時代の移り変わりとともに、変化を遂げてきた。そして、
それと同 じように負薪読書の図像そのものも、時代 と地域によって、その意味を変えていく
のである。
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